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連結業績予想の修正に関するお知らせ 

  

当社は、2025 年 3 月 17 日に公表した 2026 年１月期通期の業績予想について、下記のとおり修正いたしま

したのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 2026 年１月期通期業績予想の修正について 

2026 年１月期 通期連結業績予想数値（2025年２月１日～2026 年１月 31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

（参考） 

調整後 EPS 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 6,719 536 536 322 8.14 － 

今回発表予想（Ｂ） 6,505 30 2 387 9.76 19.39 

増減額（Ｂ―Ａ） △213 △505 △534 64 1.62 － 

増減率（％） △3.2 △94.3 △99.6 19.8 19.8 － 

（参考）前期実績

2025年１月期 
5,928 739 693 433 10.93 15.91 

 

２． 修正の理由 

当社は、2025 年９月 12 日開催の取締役会において、2028 年１月期以降の継続的な中長期成長に向けた

経営方針を新たに策定し、段階利益に拘ることなく現金創出力を高め、獲得したキャッシュを事業・人材

資本への再投資、株主・社会へ還元するため、調整後 EPS（※）を企業価値向上のための最重要 KPI と位

置付けます。2025 年 1 月期実績ベースで 15.91 円であった調整後 EPS を、2028 年１月期には約 2.5 倍の

40.00 円以上とすることを目指し、今後２年間（2026 年１月期及び 2027 年１月期）を「構造改革期間」

と位置づけ、2028 年１月期以降の成長ステージに接続してまいります。 

本経営方針に基づき、当社は、「資本効率の改善」と「キャピタルアロケーション最適化」に向け、各

事業への積極的な成長投資を進めるため、当期における戦略投資費用として約３億円を追加計上し、これ

に合わせて通期配当を普通配当 10 円に BUYMA20 周年記念配当 20 円を加えて、前期比３倍となる一株当た

り 30 円の期末配当を行うことといたします。（詳細は、本日別途開示しております「配当予想の修正

（BUYMA20周年記念配当）に関するお知らせ」をご参照下さい。） 

また、既存事業においては、売上高は想定の範囲内で推移しておりますが、Fashion Platform 事業に

おける消費回復の遅れ、Travel Platform 事業における海外孫会社の PMI 長期化に伴う収益化の遅れを勘

案し、売上高及び利益が想定を２億円程度下回る見通しとしております。 

  



一方で、当社は、2025 年９月 12 日開催の取締役会において、当社が保有する投資有価証券の一部の売

却について決議いたしました。これにより、投資有価証券売却益を特別利益として計上する見込みとなり

ました（詳細は、本日別途開示しております「特別利益（投資有価証券売却益）の計上見込みに関するお

知らせ」をご参照下さい。）ので、親会社株主に帰属する当期純利益の通期予想値は 0.6 億円程度想定を

上回る見通しです。 

以上の理由により、上記表のとおり通期の連結業績予想を修正いたします。 

 

  ※調整後 EPS＝（親会社株主に帰属する当期純利益＋のれん償却費＋無形資産償却費 

＋M&A 関連一時費用＋その他非現金支出項目）÷ 期中平均株式数 

 

（注）上記の予想数値は、本資料の発表日現在で入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前提に

基づき作成したものであります。実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があり

ます。 

以 上 


